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1　地域経済構造分析とは
　地域経済構造分析は、主に３つの分析から
なります。１つ目は、地域経済の循環分析と
いうもので、「地域が地域の外に対して財の
出荷やサービスの移出をすることで、どの程
度、地域の外からお金（資金）を稼いできて
いるのかということと、そして、そのお金（資
金）が地域の中で各主体に十分に回っている
（循環している）のか」を数字で見るもので
す。後者について言い換えると、それは、「お
金（資金）が地域内の取引等でどのように動
いて、どれだけの人々にどの程度、生活の糧（収
入、所得）になっているのか」を見るものです。
また同時に、「地域のお金がどの程度、域外に
出て行っているか」などを見るものでもある
のです。これらは、生産面においては投入物
と生産物の域内外の識別、分配される所得に
ついての域内外の移動、そして、消費や投資
といった支出面において需要される財貨の域
内外調達の程度を把握することを意味してい
ます。ここでは、地域の産業の特徴を見極め、
それらがどういうつながりになっているかを
把握し、地域経済の強みや弱みを明確にする
ことも目的の１つです。
　更に地域経済循環分析には、財貨のフロー
を見る実物経済の分析に加えて金融経済を見
る資金循環分析があります。この資金循環分
析は、これまでの地域経済の分析では最も手
薄なところでありました。財の取引を伴わな
いマネーフローで、多くは信用取引によるも
のですが、年金や交付金、さらには企業や家
計の送金などの移転所得というのも実物経済
の取引という対価を伴わないお金（マネー）

のみの移動です。
　２つ目は地域経済の資産分析です。地域経
済の循環分析がフローに焦点を当てているも
のであれば、そのフローを生み出すストック
についての分析も必要になってきます。たと
えば、生産活動における生み出された付加価
値というフローは、資本というストックの活
用、労働という人的資本の投入、土地という
資産などから生じています。そういった意味
からも、私的資本、人的資本、社会資本、自
然資本などの賦存量の調査が必要となってき
ます。また、観光資源には、風光明媚といっ
た自然資本、高速道路や空港のような社会資
本、地域の伝統工芸を伝承する人的資本など
が含まれています。まちの有形無形の資産分
析をすることは、都市や地域の比較優位性の
発見にもつながることになります。
　３つ目は、地域経済のポートフォリオ分析
というものです。資産選択でもハイリスク・
ハイリターンとローリスク・ローリターンを
組み合わせて、全体として期待収益率が高く
て安定的となる資産の組み合わせ（ポートフォ
リオ）が望ましい選択基準と言われています。
地域経済に照らし合わせて考えると、それは
産業構成によって地域経済の付加価値の変動
が安定的かどうかを見るということになりま
す。たとえば、構造不況、円高（円安）、リー
マンショックなど外からの影響にまちの経済
が弾力的に対応できるかということが挙げら
れます。

2　地域経済構造分析の準備
　これら３つの分析をするにあたって、予備
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的な分析が必要になってきます。その１番目
は、地域（圏域）の設定です。これは分析の
目的にも依存しますが、市町村が分析する場
合でも自地域と通勤圏域や商圏などで定めた
地域就業圏域もしくは地域経済圏域の２層で
分析することが望ましいといえます。両者を
比較することで、当該自治体にとっての資源
の過不足など特徴が鮮明になるからです。
　多くの場合は市町村で見ることが多いです
が、一般に通勤や通学など住民の生活圏は市
町村をまたぐことも少なからずあります。市
町村の首長は、自らの住民のことを第一優先
で考えて行動することから、しばしば施策が
誤った帰結をもたらすことがあります。それ
は、経済学的にいえば市町村間に外部（不）
経済効果が存在するからです。たとえば、中
心商店街の疲弊が顕著な都市では、大型店の
出店を抑制することがしばしば見受けられま
す。しかし、その都市に隣接する非都市部の
町村では、固定資産税の収入増加やにぎわい
を期待して大型店を誘致したとします。そう
すると、都市部の住民はその大型店に買い物
に出かけることによって一層中心商店街の衰
退に拍車がかかることになり、同時に、郊外
田園地帯の農業などの基盤産業が衰退するこ
とにつながるでしょう。こういったことを考
えると、一定のまとまりを持った「地域就業
圏域」という概念でとらえたエリアでの政策
がまさに必要になってきます。
　２番目は、対象地域における人口の長期動
向を見ることです。統計の基本である人口の
長期的動向を見ることによって、地域の栄枯
盛衰を捉えることができます。そのまちが現
在どういう状況で、今後、どのようになって
いくかが占えます。
　戦後の高度経済成長初期は、多くの都市に
縁辺部から中心部に人口が集まってきていた
時期でした。その後、中心部の人口が飽和状
態となって、郊外部の人口が増加してきまし
た。こういった時期が戦後長く続きました。
しかし、更にそれが加速すると、中心部の空

洞化が起こり始めます。そして、やがては中
心部も郊外部も人口が増えなくなってきて、
発展段階的にいうと停滞期に入ってしまいま
す。近年では、そういった都市が多く見受け
られるようになりました。この停滞期は圏域
が衰退期に入る前の時期です。したがって、
その後、都市地域の人口は減少に向かいます。
その間時期によって中心部が郊外部よりも人
口が減少するときと、郊外の方が中心部より
も減少する時期に分かれます。この典型的な
例としては、いわゆる鉄鋼や造船といった産
業で栄えた企業城下町がその中心産業の衰退
で中心部のみならず、郊外地域も含む圏域の
人口が減少したという負の乗数効果が挙げら
れるでしょう。このように人口の増減を中心
部、郊外部、圏域全体で見ることによって、
そのまちが現在どういった循環段階にいて、
今後どういう方向に行こうとしているかがわ
かります。
　こういった人口変動をもたらしているのは、
出生と死亡の差である自然増減と転入と転出
の差である社会増減です。中長期の時間経過
の中で、出生率や死亡率の変化の地域的原因
を探るのは重要な事柄となってきます。多く
の市町村で出生者数の減少と死亡者数の増加
傾向があり、死亡数が出生数を上回るという
現象がいつから生じているかでまちの将来が
決まってくるといっても過言ではありません。
そのなかでも重要なのは、最近数年でこれら
の傾向に変化が生じているかどうかです。出
生者が増加している背景には、自治体の独自
の政策があるかもしれません。また、死亡者
数が増えていない場合にも、健康寿命を伸ば
そうとする独自の施策があるかもしれません。
そういったことを見極めることが必要です。
　労働面からすれば人口は、労働力人口と非
労働力人口から構成されています。３番目は、
この労働市場の分析です。ここで労働力人口
とは、15歳以上で労働する能力と意思をもつ
者の人数のことです。一般に15歳以上の人口
を生産年齢人口といいますが、そのなかには
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主婦や学生など働ける力はあってもその意思
をもたない者なども存在します。したがって、
そういった人数を除いた数が労働力人口とな
ります。労働力人口が多いということは労働
供給も多いということを意味します。しかし
ながら、まちの労働需要との関係で、就業で
きない者も出てきます。それがいわゆる失業
者数です。
　働きたい人がどれだけいて、企業が働く人
をどれだけ探しているかの需給バランスに
よって就業率（失業率）は決まります。それ
を媒介するのは賃金であることに他なりませ
ん。働きたい人が多すぎて失業者が多いのか、
働く場所がなくて失業者が多いのか。ただ、
働く場所がなくて失業者が多いというのは、
大型倒産でもない限り、人々の地域間移動が
容易な今日では当てはまりません。実際、雇
用機会の多い東京や大阪での失業率は、2013
年の労働力調査では、東京都は９番目、大阪
府は４番目の高い水準でした。
　４番目として、生活の糧である地域の所得
を見ておくことが必要です。これで使える統
計としては、課税者所得額と年金額です。高
齢化社会の進展に伴って、最近は課税所得に
対して年金収入の割合が増加しつつあります。
全国市町村の平均値でも個人所得の２割程度
を占めており、高齢化が進む中山間地に行く
と、もっとその割合は高まります。まちの人
の所得の源泉が何なのかを、時系列だけでな
く県内の他の市町村との比較も含めて把握し
ておく必要があるでしょう。
　最後の５番目は地方税収です。地方自治体
の歳入の内、自主財源と呼ばれる地方税収は、
そこに立地する企業や居住する住民の所得な
どから生まれるもので、まちの財政的な自立
度を見る指標となります。そして、地方税収
における、市町村民税（個人分）、市町村民税
（法人分）のデータを用いて、県民経済計算か
ら市町村単位での個人所得や企業所得も推計
できます。

3　地域経済構造分析：展開＊

3-1　産業構造の識別
（1）基盤産業

　地域経済にとって最も生活の糧となる産業
は、域外からマネーを稼いでくる産業です。
これは地域の範囲の取り方にも依存しますが、
通常は、農林水産業や鉱工業が該当します。
また、産業分類では複数にまたがりますが、
観光産業なども該当します。このような産業
は、域外にモノを出荷する産業、また域外に
サービスを提供する産業といえます。
　サービス業の場合は通常対面で行われます
が、それが空間を移動するには人やモノにサー
ビスが込められる場合が考えられます。例え
ば、デザインというサービスが洋服というモ
ノに体現化するような場合です。インターネッ
トを経由する場合、そして域外から人がサー
ビスを享受しに来る場合には、こちらからの
輸送費が節約できます。移出産業（域外市場
産業）といわれ、地域の所得の源泉となるこ
とから基盤産業と定義されます。こういった
産業は地域経済を成長させる原動力となって
いるのです。
　産業別の輸出・移出額については、通常は
産業連関表においては示されているのですが、
一般的に市町村で産業連関表が作成されてい
ることは非常に数少ないのが実情です。この
ようなときにしばしば用いられるのが、特化
係数で識別する方法です。特化係数とは、あ
るまちにおけるある産業の収入金額の割合を
全国でのそれと比較したものです。工業出荷
額や商品販売額などを使って特化係数を求め
ることができます。さらに、2012年に実施さ
れた経済センサス活動調査（総務省）では、
市町村別に産業大分類ですが収入額が示され
ています。
　しかし特化係数で基盤産業を識別すること
は方法論として容易な反面、いくつかの問題
点を持っています。１番目は、特化係数が全
国の構成比に対する当該地域の構成比の相対
値であることに由来する問題です。たとえば、
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いないならば、雇用を吸収している産業との
連関を図れないかということになります。
3-2　地域産業の連関と循環

（1）連関効果

　産業間の取引（連関構造）がまちの中で、
またまちの外とでどのようになっているかを
調べることは非常に重要なことです。まちの
中での連関構造が希薄な場合は、まちの外の
経済に依存している可能性が高いことを示唆
しています。こういった状況では、まちに需
要があってもその効果が外に漏れている可能
性が高いです。
　こういった連関効果には２つあります。１
つは、ある産業の生産活動が活発化すれば、
その産業が生産活動に利用する中間投入物を
生産する上流産業が受ける効果です。これは、
いわゆる川下企業からの需要効果を享受する
ことを意味しています。下請け効果ともいえ
るでしょう。逆に、ある産業が頑張ることで
より安くて品質の良い財を生み出すことに成
功したとします。そうすると、その産業の生
産物を投入要素として用いる川下企業に属す
る産業は、これまでよりも良いものをより安
価に手に入れることができるでしょう。つま
り、川上企業からの供給効果を受けることに
なります。前者を「後方連関効果」といい、
後者を「前方連関効果」と呼んでいます。

（2）経済循環

　地域経済はとても開放的であるが故に、そ
こには多くのお金の流入と流出があります。
生産面では、その産出物を域外へ出荷して域
外資金を獲得すると同時に、生産活動に必要
な原材料や中間財を域外から調達することで
お金が流出します。生産によって生み出され
た付加価値は、その貢献した主体に分配され
ますが、域外からの通勤者や域外に居住する
資本家であれば、その分配されたお金は域外
に流出することになります。
　所得になったお金は、消費に回るか貯蓄さ
れるかのいずれかです。購入したものが域外
から移入されたものであれば、それは結果的

経済規模の小さい地域では、多くの産業部門
が移入超過になっており、域際収支がマイナ
スであることが容易に想像されます。しかし
ながら、絶対数が小さくとも、その地域内で
相対数が大きいと、特化係数は1.0を上回り、
移出産業と識別されることになります。これ
と反対のことが経済規模の大きい地域につい
て生じる可能性があります。
　２番目は、その産業自体が日本全体で輸出
産業なのか輸入産業なのかによって、地域の
係数にはバイアスが生じることです。自動車
産業のように輸出超過の産業であれば、国内
数値を基準とした特化係数は過小評価されま
す。逆に農業のような輸入超過の産業であれ
ば、過大評価されることになるでしょう。
　そして３番目は、雇用者で測るのか産出額
で測るのかによって、移出入の識別が異なっ
てくるということです。労働生産性は産業間
で異なるので、雇用者を使って特化係数から
移出産業を識別するときには注意が必要となり
ます。

（2）基幹産業

　ここでいう基幹産業とは、地域に最も付加
価値を生み出している産業のことを意味しま
す。地域における収入の糧となっている産業
ともいえるでしょう。

（3）雇用吸収産業

　雇用を吸収している産業は何かという視点
です。ほとんどの地方都市では、飲食業、小
売業、サービス業などが中心となって雇用を
吸収していると思われます。しかし、これら
の分野は、常用雇用の割合は低く、パートや
アルバイトが多いのが一般的です。建設業も
雇用を吸収してきましたが、最近の公共事業
減で低下してきています。観光以外では、こ
れらの産業は域内の所得を循環させる役目を
持っています。
　相互の関係を見ておくことも大切です。例
えば、基盤産業や基幹産業は雇用を吸収して
いるか、といったことです。仮に域外からお
金を稼いでいる基盤産業が雇用を吸収できて
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にはお金が流出していることを意味します。
また、域外で消費した場合には、財やサービ
スを移入していることになります。そして、
貯蓄に回ったお金は、金融機関が融資するこ
とで投資に回るのですが、域内に投資されて
も資材の需要が満たされないと移入によって
お金が流出することになります。この「まち」
の外に投資される場合には資金は流出します
が、投資の結果形成される資本ストックがこ
の「まち」にとっての資産の増加となります。
これらの需要によって生産活動が再び生まれ
るという三面からの循環が形成されることに
なります。
　しかしながら、ここで述べたように地域経
済では漏出も多いので、それらをきちんと捕
捉しておかないと三面等価は成り立たなくな
ります。このような漏出の多いまちの経済で
も、その対象とする地域を、通勤を考慮した地
域の就業圏域で捉え直すと、域外消費や賃金
所得の流出などは小さくなってくるでしょう。
　ここにおいて地域経済の資金循環の課題は、
貯蓄に回った資金が投資に回っているかどう
かということになります。一般に、地域の投
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資資金需要が資金供給を下回っていると、そ
のお金は運用先を求めて、国債や社債のよう
な金融商品、またコール市場で運用されるこ
とになるでしょう。そうすると、多くの場合、
地方の資金は、財貨の取引による資金の流動
という実物経済ではなく、東京の資金需要を
賄うようなお金だけの流動という信用取引に
よる金融経済の循環になってしまいます。

4　地域産業連関表
　さて、3-2の連関構造を読み解くには、つま
り、まちの内外でのつきあいを見るのは、投
入と産出を表にした地域産業連関表が最も適
しています。ここでは、その表の読み取り方
を説明します。
　まず、今日の地域産業連関表は、ほとんど
が次の図に示すような競争移入型となってい
ます。この図は、反時計回りに財・サービス
の流れが金額で表現されます。売った方向を
見てみますと、企業へ売った中間需要のもの、
消費者や投資、域外といった最終需要に回っ
たものがあります。ここで最終需要という言
葉の意味は、このまちの中では生産物はもう

図　地域産業連関表モデル
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で相対優位なモノ・相対劣位なモノ、地域か
ら流出しているモノ・流入しているモノ、地
域の中でつながっているモノ・つながってい
ないモノなどを明らかにし、より持続可能な
地域産業ポートフォリオを考え、大胆な地域
経済構造をデザインすることにあります。そ
して地域経済構造の循環分析の中核をなすの
が、地域産業の識別方法と新たな産業連関分
析の応用である構造改革シミュレーションで
す。様々な構造改革のシミュレーション（仮
想政策）を実施し、比較することによって、
より効果のある「まちづくり」をおこなうこ
とができるでしょう。

＊	以下では、誌面の都合で地域経済の循環分析につ
いて説明します。
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生産には投入されないという意味での最終で
す。横方向が売った方向、つまり需要面であ
れば、縦方向は購入したもの、つまり供給面
を表示しています。企業部門から購入した金
額は中間投入額として、雇用者や資本減耗、
営業余剰などはその生産段階で新たに投入さ
れた付加価値部分の金銭表示です。当然のこ
とですが、横方向の合計値と縦方向の合計値
は一致するようになっています。

	5　経済波及効果
5-1　経済波及効果の誤謬
　まちの地ビール工場には従業員が10人いて
１人が10単位を生産して、それをまちの外に
出荷して100単位の収入を得ているとしましょ
う。つまり、このまちでは域外から100単位の
収入を得ているということです。それでもっ
て従業員は農家から50単位の野菜を購入し、
またお菓子屋さんで50単位のスイーツを買っ
たとしましょう。ここにおける経済波及効果
はいくらになるでしょうか？
　最初に100単位という外からの需要に対し
て、農家には50単位の生産需要、お菓子屋さ
んにも50単位の生産需要が生まれたことにな
ります。つまり、100単位の直接効果と50＋50
の100単位の間接効果で合計200単位、産業連
関表でよくいわれる経済波及効果の倍率は2.0
ということになります。
　しかし、よく見てみると、農家の50単位や
お菓子屋さんの収入の50単位は、すべて最初
の地ビール工場のお金が移動したものである
ことがわかります。つまり、このまちに入っ
てきたお金の100単位は、そのままです。この
ことから、付加価値で見た波及効果倍率は1.0
ということになります。ここでは、原材料の
調達を考えていませんが、それがまちの外か
らだと波及効果は1.0を下回ります。
5-2　構造改革の効果
　“地域経済構造分析（中村モデル）”の着地
点は、地域資産分析と経済循環分析から地域
に不足しているモノ・余剰なモノ、地域の中
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